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明

治

二
十

五
年

麻

生
太

吉
、

荘

田
平

五
郎

の
往

復
書

簡

東

定

宣

昌

福

岡

県

飲

塚

市

大

字

栢

の
森

の
麻

生

本
家

に
所

蔵

さ

れ

て

い

る
文

書

は
、

近

代

資

料

と

し

て
、

と

り
わ

け

近

代

の

筑
豊

炭

田

の

動

向

を

明

ら

か

に
す

る

の

に

極

め

て
す

ぐ

れ

た
資

料

で

あ

る
。

麻

生

家
文

書

の

全

貌

に

つ
い

て

は

別

に
紹

介

さ

れ

る

の

で

こ

こ

で

は

ふ
れ

な

い

。

こ

こ

に
紹

介

す

る

の

は
彪

大

な

麻

生

家
文

書

の
中

の

一
点

で
、

表

に

「
筑

前

国
嘉

麻

郡
笠

松

村

大
字

立

岩

麻

生

太

吉
様

御

直

被

」
、

裏

に

「
三
菱

社

荘

田

平

五
郎

」
と

記

さ

れ

た
縦

二
十

五
糎
、

横

十

二
糎

の
封

筒

に
収

め

ら

れ

た

も

の
で

あ

り
、
　
麻
生

家

の
炭

坑

経

営

に
対

す

る
姿

勢

を

窺

わ

せ

る

も

の

と

し

て

、

②

間

接

的

に
で

は

あ

る
が

、

選

定

坑

区
制

実

施

以

後

の

三
菱

社

の
筑

豊

進

出

の
あ

り
方

を
う

か

か

わ

せ

る
も

の
と

し

て
、

⑥

明

治

二

十

四

・
五
年

の

石
炭

不

況

を

ヴ

イ
ヴ

イ

ソ
ド

に
示

す

も

の

と

し
て

興

味

深

い
資

料

で

あ

る
。

こ

の
封

書

の
中

に
収

め

ら

れ

て

い

る

の

は
左

の
も

の

で
あ

る

。

一
、

歎

願

明

治

二

十

五
年

五

月

六

日

「
麻

生

太

吉

よ

り
荘

田

平

五
郎

宛

」

綴

墨

書

一
、

石

炭

借

区

譲

渡

証

明
治

二

+

五
年

五

月

六

日

「
麻

生

太

吉

よ

り

荘

田
平

五
郎

宛

」

冊

子

墨

書

一
、

書

簡

五
月

十

九

日

「
荘

田
平

五
郎

よ

り
麻

生
太

吉

宛

」

墨
書

一
、

〔
控

綴

〕

t

明

治

二

十

五
年

五
月

六

目

付
麻

生

太

吉

よ

り
荘

田

平

五
郎

宛

書

簡

2

同

日

付
麻

生

太

吉

よ

り

荘

田

平

五

郎
宛

歎

願

5

明

治

二
十

五
年

五

月

二
日

付
麻

生

太

吉

よ

り

徳

弘
為

章

宛

書

簡

4

同

日
付

麻

生

太

吉

よ

り
荘

田

平

五
郎

宛

歎

願

5

明

治

二
十

五
年

五
月

六

日
付

麻

生

太

吉

よ

り

荘

田
平

五
郎

宛

石

炭

借

区

譲

渡

証

綴

墨

書
一
、

〔
忠

隈
礦
山

覚

書

〕

紙

墨

書

こ

れ
を

推

測

す

る

と
、

明

治

二

十

五
年

五
月

六

日

に
麻

生

太

吉

は

.

三
菱

会

社

の
支

配

人

兼

管

事

で

あ

っ
た
荘

田

平

五
郎

に

信
書

と

と
も

に
歎

願

書

と
石

炭

借

区

譲

渡

証

を
送

付

し

た
。

こ

れ

に
対

し
、

荘

田

平

五
郎

は
同

年

五
月

十
九

日

に
麻

生

太

吉

に
宛

て

返
書

し
、

同

時

に
歎

願
書

と

石
炭

借

区

譲

渡

証

を

返
送

し

た

の

で

あ

ろ
う

。

そ

し

て
右

の

一
件

に
関

連

す

る
文

書

が

こ

の
封

筒

の
中

に

一

括

さ

れ

て

い

る
も

の
と

思

わ

れ

る

。

な

お
紹

介

に
あ

た

っ
て
読

点

を

加

え
、

変

体
仮

名

を

平

仮

名

に
、

異

体

文

字

を

普

通
文

字

に
、

旧
字

を

当

用
漢

字

に
し

た

。

歎

願

私

儀

拾

数
年

来

旧

来

之

姑

息

法

ヲ
以

テ
微

々

タ

ル
石

炭

坑

業

二
従

事

仕

居
候

処

.
明

治

十

七
年

頃

ヨ
リ
漸

次

坑

業

盛

況

二
趣

キ
、

同

二
十

年

ニ

ハ
既

二
選

定
坑

区
之

御

発

会

ト
共

二
世
上

一
般
大

二
注

目

ス

ル
所

と

相

成

候

折

柄

、

幸

二
鯰
田

坑

御

高

庇

ヲ
以
多

額

之

金

員

ニ
テ
御

買

上

ヲ

願

ヒ
、

意

外

ニ
モ
俄

二
富

有

之

身
と

相

成

候
為

メ
、

石

炭

坑

業

ハ
無

謀

ニ
モ
伺

人

ニ
テ

モ
永

遠

営

業

シ

得

ル
モ

ノ
ト
妄

信



シ
、

御

申

受
之

金

額

ヲ

以

テ
、

以

前

ヨ
リ
計

画

ノ
有

無

二
不
拘

石

炭

熱

二
浮

カ

サ

レ
多

数

之

坑

区

ヲ
願

受

ケ
、

既

二
忠

隈

笠

松

両

坑

ノ
如

キ

ハ
多

額

之

資

本

ヲ

投

シ
坑
業

罷

在

候

末

、

昨

夏

大
洪

水

ノ
為

メ
右

両
坑

共

水
災

二
罹

リ
、笠

松

坑

ハ

其

儘

中

止

仕
候

モ
忠

隈

坑

ニ

ハ
復

案

之

道

二
相

至

ラ

シ

メ
申
候

処

、

其

後

坑

業

不
振

二
傾

キ

目
今

ニ

テ

ハ
愈

々
営

業

上

収
支

相

償

ハ
サ

ル

ノ
困
難

二
陥

リ
、

資

本

金

モ

尽

果

テ

言

フ
可

カ

ラ

サ

ル
境

遇

二
相

成

申

候

、

元
来

石
炭

坑

業

ハ
大

資

本

家
之

事

業

ニ

シ

テ
私
等

如

キ
薄

資
者

之

当

ル
可

キ

事

二
無

之

、

今

更

多

額

之

坑

区

ヲ
願

受

坑
業

二
着

手
致

候

段

深

ク
悔

悟

仕

候
、

此
儘

表

面

ヲ
仮

装

シ
継

続

致

候

時

ハ
父
祖

伝

来

之

家

産

ヲ
失

シ
、

且

組

合

同

業

者

タ

ル
親

族

親

友

二
至

ル

迄

悉

ク
自

滅

セ
シ

ム

ル

ニ
至

リ
、

世

上

二
対

シ
面

目

モ

ナ
キ
次

第

二
御

座

候

間
、

従
来

之

方

針

ヲ
改

メ
断

然

廃

業

致

シ
農

業

ヲ
営

ム

ニ
決

心

仕
候

、

最

早

此

場
合

二
至

リ
既
往

之

損

失

ヲ
顧

ル

ノ
存
心

ハ
毫

モ
無

御

座

モ
、

甚

タ
当

惑

仕

候

儀

ハ

独

リ
忠

隈

坑

山

ニ

テ
年

来

坑

業

二
従

事

致

候

者

ヲ
俄

二
解

雇

仕
候

テ

ハ
、

目

今

坑

業

不
振

ノ
為

メ
自

活
之

途
方

二
迷

ハ

シ
ム

ル

ノ
悲

境

二
至

ラ

シ
ム

ル

ハ
眼

前

之

事

ニ

テ
、

痛

心
之

至

リ

ニ
御

座

候

、

然

ル

ニ
岩

崎

家

ニ

ハ
幸
と

当

地
方

二
御

坑
業

被
遊

候
儀

二
御

座

候

得

バ
、

現

在

之
儘

御

引

受
御

坑

業

被

成

下

候

得

バ
、

右
等

多

数

之

雇

人
之

救

助

ニ

モ
相

成

無

此

上

次

第

二
御

座

候

、

固

ヨ

リ
申

上

ル
迄

モ
無

御

座

候

得
共

、

右

御

引

受

被

為

下

候

二
付
借

区
代

等

御

申

受

仕

候

存

心

ハ
毛

頭

無

御

座

候
、

御

高

庇

ヲ
以

テ
多

数
之

坑
業

従
事

者

糊

口

相
立

候
儀

ハ
無

限
之

御

高

恩

二
御

座

候

、

実

ハ
先

般

土

京

之

際
歎

願
申
上

、

御

高

諭

之

次

第

モ
有

之

、

御

叱

責

ヲ
モ
悩
日
ラ

ズ
御

懇

情

二

柑

へ
候

儀

ハ
奉

恐

縮

候

得
共

、

別
紙

譲
渡

証
之

通

特

別
之

御

僻

情

ヲ

以

テ
御

引

受

、

御

坑

業

被

成

下

候

様

御

取

成

被

成

下
度

奉

願

上

候
、

敬

具

嘉

麻

郡

笠

松

村

大
字

立

岩

麻

生

太

吉

印

明
治
二
十
五
年
五
月
六
日

荘

田

平
五
郎

様

石
炭
借
区
譲
渡
証

忠
隈
礦
山

借
第
五
千
三
百
拾
五
号

筑
前
国
穂
波
郡
穂
波
村
外

【
町

一
石
炭
場
三
拾
萬
弐
千
九
百
七
拾
弐
坪

五
合

但
明
治
廿
二
年
九
月
廿
四
日
許
可

借
第
二
千
九
百
三
十
九
号

同一
石
炭
場
九
百
八
拾
五
坪
三
合

但
明
治
廿
二
年
四
月
拾
五
日

継
年
期
許
可

借
第
六
千
八
百
七
十
八
号

同一
石
炭
場
拾
壱
萬
九
千
三
百
六
拾
弐
坪
九
合

但
明
治
廿
四
年
入
月

一
日
許
可

同一
石
炭
場
拾
壱
萬
三
千
七
拾
六
坪

卜而



但
明
治
廿
三
年
八
月
七
日
増
区
願
分

小
以
五
拾
三
萬
六
千
三
百
九
拾
六
坪
七
合

麻

生

太

吉

願
地

}
据

付

器
械

}
切

一
家

屋

一
切

一
鉄

道

一
切

但

敷

地

ハ
借

地

ノ
分
有

之

候

「
坑

場

敷

地

一
切

但

借

地

ノ
分

有

之

候

一
従

来

坑

業

二
関

ス

ル
使

用

ノ
器
械

諸

道

具

一
切

笠
松
磯
山

借
第
四
千
九
百
八
拾
壱
号

ノ
内

筑
前
国
嘉
麻
郡
笠
松
村
大
字
下
三
緒

一
石
炭
場
六
萬
三
拾
六
坪
五
合

但
明
治
廿
二
年
四
月
十
七
日
許
可

借
第
七
千
百
四
拾
九
号

同一
石
炭
場
三
禺
五
千
八
右
弐
拾
四
坪

但
明
治
廿
四
年
十

一
月
廿
七
p
許
司

同一
石
炭
場
拾
六
萬
七
千
九
拾
壱
坪

但
明
治
廿
四
年
十

月
八
日
許
可

借
第
六
五
五
〇
号

同一
石
炭
場
八
萬
七
千
九
百
六
拾
八
坪
八
合

但
明
治
廿
四
年
六
月

一
日
許
可

同一
石
炭
場
弐
拾
弐
萬
四
千
五
百
七
拾
三
坪

但
明
治
廿
三
年
入
月
廿
三
日
付
出
願
中
分

小
以
五
拾
七
萬
五
千
四
百
九
拾
三
坪
三
合

麻

生

太

吉

願
地

一
据

付

器

械

一
切

一
家

屋

一
切

一
鉄

道

一
切

但

敷

地

ハ
借

地

ノ
分

有
之

候

一
坑

場

敷

地

但

借

地

ノ
分
有

之

候

【
従

来

坑

業

二
使

用

ノ
器
械

諸

道

具

一
切

一
58

一

借
第
七
〇
五
七
号

綱
分
磯
山



借
第
四
千
九
百
入
拾

一
号
ノ
内

筑
前
国
嘉
麻
郡
庄
内
村
大
字
綱
分

一
石
炭
場
拾
三
萬
五
千
坪

但
明
治
廿
二
年
四
月
十
七
日
許
可

同一
石
炭
場
五
拾
七
萬
三
千
O
入
坪

但
明
治
廿
三
年
入
月
七
日
付
出

願
中
分

小
以
七
拾
萬
八
千
八
坪麻

生

太

吉

願
地

六
歩
五
厘

麻
生
太
吉
外
三
人

秋
松
礦
山

借
第
五
千

五
百
十
二
号

筑
前
国
穂
波
郡
穂
波
村

石
炭
場
三
拾
萬
弐
千
六
百
弐
坪
弐
合

但
明
治
廿

二
年
十

一
月
廿
入
日
許
可

内

五
萬
坪

小
野
山
喜
右
衛
門

願
地

差
引

石
炭
場
弐
拾
五
萬
弐
千
六
百
弐
坪
弐
合

豆
田
硬
山

借
第

五
千
四
百
弐
号

筑
前
国
穂
波
郡
上
穂
波
村
外

一
ケ
村

一
石
炭
場
三
拾
五
萬
六
千
百
六
拾
坪

但
明
治
廿
二
年
十
月
廿
九
日
許

可

借
第
七
千
弐
百
五
拾
五
号

同一
石
炭
場
壱
萬
三
千
拾
四
坪

但
明
治
廿
五
年

二
月
八
日
許
可

小
以
三
拾
六
萬
九
千
百
七
拾
四
坪

此
組
合
権
限

三
歩
五
厘

佐
谷
道
哉
外
二
人

借
第
六
千
八
百
二
号

同一
石
炭
場
八
萬
八
千
六
百
三
拾
七
坪

但
明
治
廿
四
年
六
月

一
日
許
可

借
第
六
千
八
百
八
十
弐
号

同一
石
炭
場
八
萬
五
千

入
百
九
拾
九
坪

但
明
治
廿
四
年
八
月

一
日
許
可

小
以
四
拾
弐
萬
七
千
百
三
拾
八
坪
弐
合

此
組
合
権
限

弐
歩

青
柳
孫

[
郎
外

二
人

餅ゐ



八
歩

麻
生
太
吉

有
井
畷
山

借
第
五
千
四
百
三
拾
号

筑
前
国
嘉
麻
郡
庄
内
村

一
石
炭
場
弐
拾
八
萬
三
千
弐
百
八
拾

九
坪
五
合

但
明
治
十

九
年
五
月
七
日
許
可

同目
石
炭
場
七
萬
五
千
弐
百
七
拾
八
坪

但
明
治
廿
三
年
八
月
十
四
日
付

出
願
中
分

小
以
三
拾
五
萬
八
千
五
百
六
拾
七
坪
五
合

此
組
合
権
限

五
歩

五
歩

松
本

潜

(
安
川
敬
一
郎

麻
生
太
吉

鴨
生
礦
山

借
第
五
六
二
五
号

筑
前
国
嘉
麻
郡
稲
築
村
大
字
鴨
生

一
石
炭
場
弐
拾
入
萬
六
千

五
百
拾
弐
坪
六
合

但
朋
治
廿
二
年
十
二
月
二
日
許
可

借

第

七

〇

四

一
号

(割

印
)

同一
石
炭
場
三
萬
八
千
三
百
五
拾
七
坪
五
合

但
明
治
廿
四
年
九
月
廿
五
日
許
可

小
以
三
拾
弐
萬
四
千
八
百
七
拾
坪
壱
合

此
組
合
権
限

四
歩

五
塵

五
歩

五
厘

矢
野
喜
平
治

麻
生

太
吉

右

坑

区

及

忠

隈

笠

松

両

坑

二
現

在

ス

ル
坑

場

据

付

ノ
器

微

ハ
申

二
不

及
、

坑

業

二
関

ス

ル
建

家

ヲ
始

メ
総

テ

ノ
諸

物

品

一
式

今

般

譲

渡

申

候

処

確

実

明

日
也

、

然

ル
上

ハ
永

遠

御

勝

手

二
御

支

配

可

被

成

、

為

後

年

図

面
相

添

譲

渡

証

如

件

、

但

右

坑

区

ノ
内

組

合

人

佐

谷

道

哉

外

二
人

、

青

柳

孫

一
郎

外

二

人
、

松

本

潜

外

一
人
、

矢

野

喜

平

治

ノ
権

限

ハ
其

儘

二
仕

居

申

候

二
付

控

除

仕

候

、

私

名

前

ノ
坑

区

ノ
内
、

嘉

麻

郡

庄

内

村

外

二

ケ
村

二
係

ル

五
拾

八
萬

入
千

四

百

三

坪

三
合

ノ
内

六
萬

三
拾

六

坪

五
合

ハ
笠

松

硬
山

ノ
炭

脈

二
属

シ
、

拾

三

萬

五
千

坪

ハ
継

分
礦
山

ノ
炭

脈

二
属

シ
、

差

引

残

地

参

拾

九

萬

三
千

三
百

六

拾

六
坪

入
合

ハ
煽

石
含

有

ノ
場

所

ニ
テ
、

従

来

小

借

区

散

在

セ
シ

モ

ノ

ヲ
合

併

シ

テ
組

合

組
織

ヲ
設

ケ

シ
為

メ
組

合

人

モ
多

数

二
有

之

、

目

今

二
至

ル

モ

盛

大

ノ
坑

業

不
能

、

姑

息

法

ニ
テ
採

堀

相

成

候

モ

ノ

ニ
付

、

組

合

人

モ
持

続

ヲ
希

望

仕

候

間
、

此
際

希

望

二
任

シ
持

続

ス

ル

ト

シ
、

此

分

ハ
控

除

仕

候

、

嘉

麻

郡
笠

松

村

大
字

立

岩

麻

生

太

吉

印



割
印

明
治
二
十
五
年
五
月
六
日

荘

田

平
五
郎

様

証

一
石
炭
坑
区
組
合
権
限
之
記
名
仕
居
候
分

ハ
、
私
之
権
限

ヲ
岩
崎
家

二
指
上
候

等

ハ
発
表
難
仕
次
第
モ
御
座
候
間
、
此
際
借
区
名
換
願

ハ
郵
送
不
仕
候
得
共
、

別
紙
之
譲
渡
証

ニ
テ
御
証
明
被
成

下
度
候
、

一
絵
図
面

一
式
目
下
調
製
中
二
而
、
本
日
郵
送
之
間
合
兼
申
候
条
両
三
日
中
二

指
出
可
申
士
候
、

一
借
第
四
九
入

一
号
、
借
区
五
拾
入
萬
八
千
四
百
三
坪

三
合
、
明
治
二
十
二
年

四
月
十
七
日
許
可

ノ
券
状

ハ
目
下
増
坪
願

二
付
、
農
商
務
省

二
進
達
序
二
御

座
候
間
郵
送
不
仕
候
、
御
下
渡
相
成
次
第
差
出
可
申
上
候

嘉
麻
郡
笠
松
村
大
字
立
岩

麻

生

太

吉

印

明
治

二
十
五
年
五
月
六
日

荘
田
平

五
郎

様

右

に
よ

っ
て
、

こ

の
時

麻

生

太

吉

か

炭

坑

経

営

か

ら

全

面
的

に
撤

退

し

よ
う

と

し

た

こ
と

は
明

ら

か

で

あ

ろ
う

。

『
麻

生

太

吉

伝

』
に
よ

る
と

、

麻

生

家

で

は

「
二
十

四
年

末

か

ら

、

翌

年

春

に
か

け

て

、

既

に
其

の
所

有

山

林

、

土

地

は
、

大

部

分

他

人

の
帳

簿

に
記

載

さ

る

る

や
う

に
な

っ
て

い

た

」
よ

う

で

あ

ろ
。

な

お

、

「
歎

願

」

「
石

炭

借

区

譲

渡

証

」
に
次

の
よ

う

な
荘

田
平

五
郎

宛

信

書

が

付

さ

れ

て
い

た

と

思

わ

れ

る
。

ま

た
、

麻

生

太

吉

は

元
高

島

炭

坑

副

坑

長

、

三

菱

芦

屋

若

松

出

張
所

支

配

人

、

徳

弘

為

章

に

も

斡

旋

を

依

頼

し

た

よ

う

で

あ

る
。

謹
啓
、
時
下
暖
気
之
候
益
御
清
光
御
万
祥
奉
敬
賀
候
、
掬
過
般
上
京
之
際
御
懇

願
申
上
候
坑
業
上
ニ
ッ
キ
実

二
難
申
上
境
遇
二
陥
リ
、
御
高
諭
ヲ
モ
不
顧
御
懇

情

二
柑

へ
汗
顔
之
仕
合

二
御
座
候
得
共
、
何
分
共
途
方

二
暮

レ
申
候
ヨ
リ
、
終

二
別
紙
歎
願
書
捧
呈
仕
候
次
第
二
御
座
候
、
実
ハ

一
身
上
生
滅
之
御
高
慮
奉
願

義

二
付
、
上
京
御
拝
顔
之
上
親

シ
ク
御
歎
願
申
上
度
奉
存
候
得
共
、
御
社
二
関

シ
テ
ハ
大
二
世
上
ノ
注
目

ス
ル
点
二
有
御
座
態
と
、
失
体
ヲ
モ
不
顧
今
般
書
面

ヨ
リ
御
願
申
上
候
、
尚
祥
細
之
儀
ハ
別
紙
御
通
覧
、
微
意
赤
心
之
存
ス
ル
処
御

汲
取
被
成
下
候
ハ
ハ
無
此
上
次
第
二
御
座
候
、
時
下
折
角
御
自
愛
御
専

一
二
奉

祈
候
、
敬
具

麻

生

太

吉

二
十
五
年

五
月
六
日

荘

田

平
五
郎

様

拝
啓
、
陳
者
私
事
従
来
御
懇
情

二
柑

へ
汗
顔
之
仕
合

二
御
座
候
得
共
、
今
重
而

御
内
願
由
上
候
儀
ハ
、
現
今
関
係
坑
業

二
付
キ
実

二
難
申
上
境
遇
二
陥
リ
、
如
何

様
共
致
兼
候

ヨ
リ
、
終

二
私
情
打
明
別
紙
荘
田
様
宛
歎
願
書
指
出
申
候
間
、
御

通
覧
被
成
下
度
、
御
社
務
御
繁
忙
之
御
央
御
願
申
上
兼
タ
ル
次
第
二
御
座
候
得
共
、

目
今
私
境
遇
ト
精
神

ノ
存
ス
ル
処
御
汲
取
被
成
下
、
詳
細
荘
田
様

へ
御
紹
介
御

取
成
被
成
下
候
ハハ無
此
上
御
高
恩

二
奉
存
上
候
、
則
チ
別
紙
相
添
御
願
申
上
度
、

敬
具

麻

生

太

吉

明
治
二
十
五
年
五
月
二
日

徳

弘

為

章

様



こ

れ

に
対

す

る

荘

田
平

五
郎

の
返

答

は
玖

に
紹

介

す

る
如

く

「
三
菱

に
お

い

て

は
到

底

御

引

受

相

か
な
う

べ
き
見
込
こ
れ
な
く
,誠

に
残

念

の

至
り

」
で

あ

る

と

い
う

も

の

で
あ

っ
た

。

但

し
、

文

中

に

は

「
本

月

五

日
之

芳

書

…
…

」
と

あ

る
。

荘

田
平

五
郎

の
書

誤

り

で

あ

ろ
う

か

、

そ

れ

と
も

麻
生

太

吉

は
右

に
紹

介

し

た

も

の

と
異

な
り

信

書

は

五

日

付

に

し

て

い
た

の

で

あ

ろ
う

か

、

疑

問

で

あ

る
。

文

中

に
み

え

る

「
肥

前

古

賀

山
」
に
関

し
て
は

、

『
三
菱

合

資

会

社

社

誌

』

(
マ
イ

ク

ロ

フ
イ

ル

ム
)

に
よ

る

と
、

明

治

二

十

五
年

五

月

三
十

}
日

「
古

賀

山

炭

坑

振

ハ
ス
伽

テ
稼

行

ヲ
罷

ム
開

坑

侮

二
二
年

」
と

あ

り
、

管

事

兼

三

菱
炭

坑

事

務

所

長

三
菱

造

船

所

長

山

脇

正
勝

は

「
稼

業

上
莫

大
之

金

額

ヲ
損

失

シ
同

坑

廃

業

之

不

幸

ヲ
見

ル

ニ
至

リ

シ
段

当

事

者

之

処

理

其

宜

シ

キ

ヲ
得

サ

ル
勿
論

二
候

モ
之

レ
ヵ
監

督

者

タ

ル
事

務

所

長

二
於

テ
モ
其

責

難

脱

」
と

い
う

理

由

で

月

給

五
十
円

を

降

等

さ

れ

て

い

る
。

本
月
五
日
之
芳
書
拝
見
仕
候
、
春
暖
之
時
分
愈
御
安
康
被
成
御
座
奉
拝
賀
候
、

籾
御
所
有
炭
山
御
始
末
之
儀

二
付
縷

々
御
申
聞
之
趣
御
英
断
之
次
第
深
感
偲
仕

二
付
、
相
成
儀

二
候

ハ
バ
御
加
勢
申

上
度
、
篤
ト
熟
考
仕
候
処
、
御
申
向
之
次

第

ハ
実

二
不
容
易
儀

二
而
、
三
菱

二
於
而

ハ
到
底
御
引
受
可
相
叶
見
込
無
之
誠

二
残
念
之
至
二
御
座
候
、
当
今
炭
坑
之
困
難
は
何
方
モ
同
様
之
事

二
而
、
鯰
田

新
入
は
必
死
之
勉
強
ヲ
以
僅

二
維
持
致
居
候
得
共
、
肥
前
古
賀
山
之
如
キ
は
終

二
永
続
之
見
込
無
之
.
此
節
断
然
廃
山
之
処
分

二
取
掛
候
様
之
次
第

二
而
、
目

下
持
重
を
専

口
と
致
候
場
合
、
更

二
多
数
之
坑
区
ヲ
御
引
受
致
し
、
且
忠
隈
之

坑
業
を
保
続
候
事
は
力
及
兼
候
事
ト
存
候
、
膏

二
力
之
及
は
さ
る
の
み
に
無
之
、

却
而
多
事
之
為

二
現
在
稼
行
之
炭
坑
迄
も
不
行
届

二
渡
候
危
、軽
不
軽
二
付
、

折

角
之
御
相
談

二
応
兼
候
は
不
本
意
千
万

二
候
得
共
御
断
申
上
候
外
致
方
無
之
、

右
は
重
要
之
事
件
二
付
愚
存
ヲ
以
御
旨
も
佳

.謡
弱

一
応
岩
崎
之
意
見
も
承
候
得
共
、

同
人
二
於
而
も
別

二
何
共
工
夫
之
途
も
無
之

二
付
御
断
念
被
下
度
候
、
就
而
は

御
送
被
下
候
坑
区
譲
渡
二
関
ル
書
類
#
小
生
宛
事
情
御
陳
述
之
御
状
壱
通
共
封

入

返

上

仕

候

、

右

拝

復

迄

、

五
月

+

九

日

麻

生

太

吉

様

早

々
敬
具

荘

田

平
五
郎

右

に

よ

っ
て
、

明

治

二
十

四

・
五
年

の
石
炭

不

況

は

単

に
中

小

炭

坑

に
と

っ

て
だ

け

で

な

く
、

三

菱

等

財

閥

系

資

本

に

と

っ
て
も

相

当

の
打

撃

で
あ

っ
た

こ

と

が

う

か

が

え

る
。

そ

の
う

え

麻

生

家

は
、

右

「
歎

願

」
中

に
も

み
え

る

ご

と

く

、

明

治

二
十

四
年

夏

の
大

洪

水

に

よ

っ
て
大

き

な
被

害

を

被

っ
て

い

た
。
『
麻

生

太

吉

伝

』
に

よ

る
と

、

麻

生

太

吉

は

こ

の
水
害

に

よ

る
笠

松

坑

放

棄

の
後

の

忠

隈

坑

の
排

水

作

業

中

に
坑

夫

十

数

名

を
失

い
、

自

ら

も

九

死

に

一
生

を

得

て

い
る

。

紹

介

し

た
資

料

は
、

前

述

し

た
如

く
麻

生

家

の
炭

坑

経

営

を

み

る
場

合

に
も

極

め

て
興

味

深

い
。

例

え

ば

『
石

炭

史

話

』

(
朝

日
新

聞

西

部

本

社

)

に

よ

る

と
、

麻

生

家

は
中

央

大

手

へ
の
巧

み
な

鉱

区

売

却

に
よ

っ
て

そ

の
地

位

を
築

き

あ

げ

た
と

い
わ

れ
る

。

し

か

し

、

不

安

定

な

石

炭

微

業

か
ら

の
全

面
的

撤

退

を

企

図

し

た
明

治

二
十

五

年

を

画
期

と

し

て
、

そ

れ

以

前

の

二
十

二
年

の
三
菱

へ

の
鯰
田

炭

坑

の
売

却

と

そ

れ

以

後

の
忠

隈

・
本

洞

の
住

友

・
三
井

へ
の
売

却

等

は
若

干

意

味

が

異

な

っ
て
く

る

よ

う

に
思

え

る

。

付

記

資

料

の
紹

介

に
あ

た

っ
て

は
麻

生
家

と
麻

生

病

院

事

務

長

深

町

純

亮

さ

ん

の
お
世

話

に

な

っ
た
。

心

か

ら

御

礼

申

上

げ

た

い
。


